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中小形機用オペレーティングシステム

VOSl/ESの新対話処理システム
効率的システム利用とプログラム開発の実現

Newlnteractive ProcessingSYStemfor

HitachiMiddleandSmal10peratingSYStemVOSl/ES

-Realizationof EffectiveSYStemUtilizationand ProgramDevelopment-

HITAC M-220/240用OSのVOSl/ESで,中･小形システムに対する要求と将来動

向を踏まえてOS基本機能と一体化した新しい考え方に基づく対話制御システムES/

1EXを開発した｡ES/IEXでは,コンピュータ専任者からエンドユーザーまでの様々

な利用者に対しワークステーションを用いて簡便にシステムの操作と業務の実行が

できるようにするための使い勝手の良い機能を提供している｡

また,ES/IEX環境下で実行されるプロダクトとして斯ワークステーション2020､

2050と高度に連携をとり,ユーザーの各種OA業務に適用できる統合OAプロダクト

(OFISTOP,ACE3など)と,ソフトウェア(プログラム)開発の生産性を高めるため

の開発支援用プロダクト(EAGLE,ASPEN､COBOL/TDなど)を開発した｡

ll 緒 言

社会の高度情報化に伴って,コンピュータシステムの利用

範囲はますます拡大Lてきており,コンピュータの利用者も

システム管理者､システム操作者,システム設計者,プログ

ラマなどのコンピュータ専任者からオフィスや現場で働くコ

ンピュータの専門知識のないエンドユーザーまで拡大しつつ

ある｡これらの様々な利用者がその場で多種多様な情報を迅

速に処理できるようにすることは,作業の生産性と情報の価

値を高められ,利用者にとってコンピュータを身近な存在と

Lて利用できるようにするため,中･′ト形システムでは特に

重要であると考える｡

また,企業の基幹業務を開発するEDP(Electronic Data

Processing)部門の役割も,利用者から叫青報の質的向上を目

指した現状システムの改善や新規業務開発の要求の増大に伴

いますます重要化しておI),EDP部門の生産性向上への対応

も重要な課題である｡

これらの考えに基づき,HITAC中･小形システム用OS

(Operating System)であるVOSl/ES(Virtualstorage

Operating Systeml/Extended System)1)では,新しい考え

方に基づいた対話制御システムES/IEX(Extended System/

IntegratedInteractiveSystem)2)を開発し,ワークステーシ

ョンを用いてだれもが,いつでも,どこからでも,簡便にシ

ステムを利用できるようにするための環境を提供している｡

また,ES/IEXの対話処理環境下で実行されるプロダクトとし

て,オフィス文書管理システムOFISTOPとエンドユーザー言

語ACE3(AvailableCommandlanguageforEndusers3)を

中心とした統合OAプロダクトと,システム開発支援EAGLE

(Effective Approach to Achieving High LevelSoftware

Productivity)を中心とした業務開発用プロダクトを開発し,

提供している｡本論文では,VOSl/ESの新しい対話処理シス

テム(ES/IEXとその周辺プロダクト全体を総称)の開発思想と
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特長的な機能について概説する｡

8 開発思想

2.1中･小形システムの動向

(1)利用者層の拡大

コンピュータシステムは,従来,バッチ処理やオンライン

処理による企業の基幹業務を対象とし,コンピュータ専任者

によって用いられてきたが,最近では適肝業務の多用化と業

務量の増大に対し対応できるコンピュータ専任者の不足化が

著しく,エンドユーザーに業務の開発･運用を委託する傾向

が特に中･′ト形システムでは強い｡また,‾最近ではエンドユ

ーザー自身により,個人あるいは部門単位の業務の合理化

(OA:OfficeAutomation)のためにコンピュータを用いたい

というニーズが高く,利用者もコンピュータ専任者からエン

ドユーザーへと拡大しつつある｡個人･部門単位の業務にメ寸し

ては,近年パーソナルコンピュータをホストコンピュータと

は孝虫立に各部門に設置して使用する傾向も屋頁着である｡(3)で

述べるように,パーソナルコンピュータの進歩も目覚ましく,

文書作成,作図･作表などエンドユーザー用の簡便な機能と

ホストコンピュータとの通信機能を兼ね備えた機種(ワークス

テーション)が普及している｡

これらの動向に対応し,コンピュータの専門知識のない人

でも容易にコンピュータシステムを利用できるようにするこ

とが必要であー),ホストコンピュータとワークステーション

の親和性の高い連結も重要な課題と考える｡

(2)開発業務量の増大

一方,コンピュータシステムの適用業務も高度化しており,

単純なデータ処理から企業戟略を立てるための情報を生み出

す高度情報処理へと発展しつつある｡EDP部門では,各利用

部門からの新しい業務開発や現状システム改善の要求が数多
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く出てきており,EDP部門のソフトウェア(プログラム)の開

発量は急激に増大する傾向にある｡これに対L,EDP部門の

開発要員の増強が追いついていないのが実情であり,バック

ログ(開発待ち業務)を一刻も早く解消することが,厳しい企

業間競争に打ち勝つための条件ともなりつつあり,効率の良

いシステム開発支援ツールが強く要求されている｡

(3)コンピュータの′J､形化とワークステ【ションの進歩

ハードウェア技術の進歩により,コンピュータシステムの

高性能化,小形化が目覚ましく,現在では中･小形コンピュ

ータがオフィスにも設置できるようになっている｡日立製作

所の中･小形機種M-220Ⅹモデルは,床面積はわずか0.72m2

であり,オフィスの設備条件(電源,温･湿度など)にも十分

適合できる｡一方,ワークステーションの高性能化,多機能

化も目覚ましく,(1)で述べたように,個人･部門単位のOA業

務が実行できる,いわゆる｢ビジネスパソコン+と呼ばれる

ワークステーションが普及している｡日立製作戸斤では,2020

パーソナルワークステーションと2050クリエーティブワーク

ステーションを新しく開発し,提供している｡

このコンピュータの高性能化,小形化とワークステーショ

ンの進歩により,中･小形システムはますますエンドユーザ

ーにも身近なものとして利用できるようになっており,ワー

クステーションとコンピュータシステムを連結し,連携して

業務を実行するいわゆる｢マイクロメインフレーム結合+処

理形態を基調としたシステムが望まれている｡

2.2 VOSり日新対話処理システムの開発のねらい

2.1で述べた動向を踏まえ､VOSl/ES新対話処理システム

は図lに示すようなねらし､をもって開発している｡以下,3

章に,新たに開発した特長的な機能について概説する｡

臣】 システムの概要

3.1 システムの構成

VOSl/ESの新対話処理システムの構成を図2に示す｡本シ

ステムの構成上の特長は,OSの基本機台巨であるファイル,ラ
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実現機能

ES/lEX,L】ME

●バッチ,対話処理の操作運用の統一化

●利用者の習熟度に応じたシステム操作

(呈雪雲三;言表完嘉芸三言ヲ君主式)
●部門ごとの独立運用

(ワークステーションバッチ,機密保護)

ACE3,OFISTOP

●ホストのデータベースのワークステーショ

ンでの活用

●ホストでのオフィス情報(文書,表)の一元
管王里

●電子メール機能

l

EAGJE

業務開発環

●システム開発工程の標準化と対話形一貫生

産

●プロトタイピング手法と再利用方式の適用

境の充実に

よる生産性

向上

●日本語保守ドキュメント自動作成

XCOBOLE2,COBO+/TD,ASPEN

●日本語プログラミングと対話デバッグ

●強力なプログラミング支援エディタ

注:略語説明

OA(OfflCe Automat10∩)

ES/lEX(Extended SyslemハntegratedlnteractiveSystem)

LIME(L■brary Management System)

ACE3(Avallable Commandねnguage†0r End]SerS3)

EAGJE(Effect･Ve Approach toAch･eV･ngHigh LevelSoftv榔e Productivity)

ASPEN(Ad)anCed EdltOr System for Programmlng Environment)

図l VOSlノノ′/ES新対話処王里システムの開発のねらい VOSl.′ノES

新対話処理システムは.中･小形システムのユーザー動向に対応Lて,ハード

ウェアの進歩とも歩調を合わせた開発のねらいとLているハ
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注:略語説明など ADCAS/S(AutoDocumentationA･dSystemSubset),OFORT77(OptimizingFORTRAN77),×RPGE2(ExtendedRPGE2),NHE+P2(New
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0pe｢at-0nSO州ine),ES/HCAM(ExtendedSystem/HNABasedCommun･CatLOnSAccessMethod),ES/AF(ExtendedSystem/AdvancedFuncい0nS),

[ニコプログラムプロダクトBCF(Bas■CControIFac杓)に属するコンポーネント

図2 VOSl･ノ/ES新対話処理システムのソフトウェア構成 vosIESの基本機能は,ES催×によって包み囲まれた形で,ユーザーとのインタフェー

スが対話手乗作により保たれる..
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イプラリ,通信,ジョブ,スプーリングなどに関する機能を

内包する形で,ES/IEXがユーザーとのインタフェースを対話

的に取りもつという点である｡そしてユーザーはES/IEXを介

して,バッチ処理用機能,対話処理用機能を同一の仕様,傾

い方で使用することができる｡

3.2 ES/lEX対話システム

(1)対話指向OS

ES/IEXによるVOSl/ES新対話処理システムは対話処理環

境を基本環境としており,バッチ処理機能を対話操作環士尭で

統一的操作で使えるようにLている｡このために,バッチ操

作環境,対話操作環ゴ尭で使用するファイル,データベース,

ライブラリ,コマンド,ジョブ制御文などのパラメータの使

用はすべて共通とし,すべての機能を対話操作のもとで傾用

できるように開発されている｡

また,仮想記憶空間を16Mバイト×8面に拡大するマルチ

ステージ方式を採用し,使用メモリ上の制約を実質的に取r)

除いている｡

(2)プログラム開発支援環境

ES/IEXの対話環境のもとでプログラムを開発するために,

プログラム開発専用のメニューバネル,プログラミング支援

エディタASPEN(AdvalュCed別itor System for Program-

mingEnvironment)を中心としたプログラム開発支援環j尭を

提供している｡

ASPENは,フルスクリーン操作によりプログラムを編集す

るエディタであり,次の機能を備えている｡

(a)プログラム,データの編集機能

(i)ASPENコマンド

図3にASPENの編集画面を示すが,画面上でテキストを

編集するための画面コマンド(ASPENコマンド)は,同じ形

式で編集行コマンドとしても使用できる｡プログラムの大

量一括編集にも利用できる｡

(ii)ページマップによるテキスト位置グ)指定

編集画面の下部に図4に示すページマップと呼ぶスケー

ル(物差し)を置き,現在表示中のテキストの全体の中の相

対位置を表示できる｡スケール上で任意の点にカーソルを

移動させることにより,プログラムをスクロールできる｡

(iii)複数テキスト(最大8個)の同時編集

(iv)行モードの状態でのプログラム編集

(b)ES/IEXコマンドやメニューバネル呼び出し機能

編集中の任意の時点で中断Lて,ES/IEXのコマンドやメ

ニューバネルを直接呼び出せる｡これにより,編集作業を
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図3 ASPENの編集画面 画面コマンド投入領域を使用Lて,操作性

のよい編集を行なえる.-.画面下部のページアップ表示により,編集中のテキス

トの現在表示1立置を示す_
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図4 ASPENのページアップ表示 編集中のテキストの現在位置をプ

ラス記号で示す.-.力一ソルを移動することにより,編集データをスクロールで

きるご,

セション起動時に

(1)ユーザー権限チェック

(2)ワークステーションの
使用環境設定

中音

ユーザープロファイル

ユーザー名
パスワード

ユーザーの資格

セションプロファイル

標準使用ライブラリ名

標準使用の入力ジョブキュー

出力ジョブキュー

標準使用のメニューバネル

使用メモリサイズとタスク優先度

セション起動時実行プロシジャ名

セション終了時実行プロシジャ名

図5 プロファイルによる使用環境の自動設定 セション起動操作

を行なうと,ユーザープロファイルをもとにユーザー権限のチェックが,セシ

ョンプロファイルをもとに條用環境の自動設定がなされる

終わらせることなく,ユーティ りティやコンパイルを実行

したり,ジョブをサブミットできる｡

(3)定型基幹業務,OA業務向け対話処理環境

ES/IEXは,定型的な基幹業務を対話的に実行できるように

するための支援機能として,ユーザー業務メニューを作成す

る対話形メニュー作成機能,メニューガイダンス操作を容易

にするための対話パネル学習機能,基幹業務用ファイルを作

成する対話形ファイル定義機能又はデータベース機能,及び

エンドユーザーの使用環境を自動的に生成し,誤操作をド方l上二

するためのプロファイル機能(図5参照)などを備えている｡

これらの機能を使用することにより,定型的な業務の事前準

備と実行をメニューガイダンスに従った簡単な操作で行なえ

る｡また,誤操作による他人への影響も防止できる｡

更に,ES/IEXでは,定型業務だけでなく,OA業務のよう

な非定型業務を効率よく実行するための機能を備えている｡

コマンド操作によr),OSのすべての機能を利用できるほかに,

柔軟で多目的なワークステ【ションの運用を可能とするマル

チセション機能がある｡これは図6に示すように,1台のワ

ークステーションから同時に複数の業務を実行し,監視,指

示もできる機能である｡1台のワークステーションから同時

に複数(最大四つ)のセションを起動し,各セションの中では

互いに独立したジョブやコマンドを並行して実行できる｡セ

ションごとにユーザーとの対話画面が設定され,テレビジョ

ンのチャネル切換えのイメージでセションの切換えが行なえ
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盟1台のワークステーション
で,同時に最大四つの仕事
ができる｡

商品販売数量の検索

業務1

業務4

業務2

業務3

図6 マルチセション機能 1台のワークステーションから同時に四つ

までの業務を起動L,監視できる.各々の業務用画面は,必要なときに簡単な

操作で呼び出せる′.

る｡マルチセション機能は,複数の業務を連携をとりながら

実行したり,突発的な追加業務を実行する場合に便利である｡

(4)部門処理実行環境

1台のコンピュータを多数のユーザーが互いに独立に共同

利用する使用形態は従来からあったが,ES/IEXでは,複数の

ユーザーが利用部門単位にまとまって,独立してセンタ運営

的な運用もできるようにした｡この使用形態のことをES/IEX

では部門処理形態と呼んでいる｡

この部門処理形態を実現するために,従来センタコンソー

ルからしか行なえなかった運用(ジョブのキュ【イング,実行

監視,結果の取出し)をワークステーションからでも行なえる

ようにした｡また,利用部門の中で1台のワークステーショ

ンをコンソール的な位置づけで運用することにより,バッチ

処理的なジョブの効率的な実行と結果の取出しを進めること

ができる｡これをワークステーションバッチと呼ぶ(図7参照)｡

(5)ユーザーの習熟度に応じた各種操作方法

部門A ワークステーションAl

国E ジョブ入力キュー
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注:⇔ 対話処理

一一 部門Aのワークステーションバッチ処王里

一･一一一 部門Bのワークステーションバッチ処理

図7 部門単位のワークステーションバッチ処理運用 部門単位

にジョブ入力キューとジョ‾7出力キューを固定し,ジョブ入力キューからのジ

ョブの取出しと実行.ジョニ7出力キューからのリストの取出しを特定のり一ク

ステーションから行なうこともできる〔,

ES/IEXでは,ユーザーが行なう業務の流れを標準化し,そ

れらを体系化した｢標準業務メニュー+を提供している(図8

参照)｡これにより,日本語で表示されたメニューやガイダン

スに従って対話操作で初心者でも簡単に業務を実行できる｡

対話操作により入力した情報は,学習機台巨によりシステムが

記憶するため,同一同種の業務を実行する場合の再入力は不

要であー),操作は更に簡略化される｡また,熟練したユーザ

ーが標準業務メニューの範囲を越える業務を実行する場/合の

例:NH巨LP2の実行
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ために,体系化された覚えやすいコマンド群を備えている｡

また,ユーザー固有のコマンドやメニューを作ることにより,

ユーザーごとに最適化できる｡

3.3 ホストとワークステーションの高度な連携による総合OA

プロダクト

個人･部門単位の業務はパーソナルコンピュータを用いて

機械化が進められているが,ニれらを単体で利用するだけで

は次のような問題がある｡

(1)ホストのデータベースの検索結果やジョブの結果をパー

ソナルコンピュータで利用する場合,プリンタ出力をもとに

再入力する必要がある(データの入力)｡

(2)部門で作成したデータを複数の部門で利用する場合,パ

ーソナルコンピュータの入力媒体(FD:フロッピーディスクな

ど)にコピーして亨度す手間がかかる(データの共用)｡

(3)パーソナルコンピュータでのデータ保管のため,FDが多

く利用されているが,保有するデータ量が膨大になるとFDの

管理方法が難しくなる(データの保管)｡

(4)部門で作成したデータを指定した相手へ配布する場合,

データグ)共用と同様の手間がかかり,プリント出力でi摩すと

再入力が必要になる(データの配布)｡

これらの問題を解決するため,VOSl/ESでは,ES/IEXの

下で実行される統合OAプロダクト(OFISTOP､ACE3,IFIT-

IEX)によりホストコンピュータとワークステーション(2020及

び2050ワークステーション)とを連携Lて,部門業務の充実を

データの再入力不用

プ習

P
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図るための機能を提供している｡これら統合OAプロダクトの

目的を図9に,機能を図tOに示す｡

オフィス文書管理システムOFISTOPにより,ワ【クステー

ションで作成したデータ(文書,表)のホストグ)キャビネット

での保管,検索及びホストのメールボックスによる電‾FメⅦ

ル(配布)の機能を提供する｡これにより,必要なときに電子

キャビネットから取り出して,そのデータをワークステーシ

ョンで利用(加工)でき,他ユーザーヘタイムリーにデータを

渡すことができる｡

また,エンドユーザー言語ACE3を用いて,ホストのデ【夕

べースから検索を行ない,検索結果をテーブルテ､一夕として

ワークステーションヘ転送できる｡検索したテーブルデータ

は,いったんOFISTOPの電子キャビネットに格納し,授で転

送することも可能である｡ホストとワークステーションとの

間で転送される文書,テーブルについては,共通交換形式と

して規定した形式を適用しているグ)で,相互のデータコンバ

ージョンなどの手間は一切不要である｡更に操作を簡略化す

るため,ACE3及びOFISTOPからデータの受信を完了後,そ

のデータを処理するワークステーション側のプログラムを自

動的に起動する機能を設けた｡

3.4 EDP部門の生産性を高めるシステム開発支援EAGLE

2章で述べたように,限られたEDP部門の要員により,

システム開発を短期間に行ないたい,また,専門知識を十分

にもたない初級技術者でもシステムの設計開発ができるよう
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クトは,ワークステーション単体利用の業務範囲を拡大し,データの共用,管

王里,配布などの業務をマイクロメインフレーム結合処理形態で実行する′

こご≒≡ご

≒ミミこ､

文書データ
テーブルデータ

■‾｢

l

1

1

-

l

__l

一般ファイル

OFIS/LINK-EV
OFIS/TRANS

OFISPOし

ファイル

OFIS POL

OFIS POL-E〉

OFIS CHART

OFIS GRトE〉

文書ファイル

OFISWORD

OFISREPORトE〉

MS/DOS又は
H卜UNファイル

BASIC

COBOL

図10 VOSト/ES統合OAプロダクトの機能 2020及び2050ワ【クステ

ーションと連携Lて,VOSl巨Sホストシステムを中心とした統合OA業務を実行てきる

S7



432 日立評論 〉OL.68 No.5(1986-5)

にしたいというユーザーニーズにこたえるため,システム開

発支援EAGLEを開発した｡

EAGLEは,日立製作所のシステム開発での作業標準化手法

``HIPACE''の支援ツールであー),長年の間に築かれたノウハ

ウであるHIPACEの標準手順･技法に基づき,徹底的な標準

化,共通化の考え方を採用している｡EAGLEでは具体的には

以下に述べる手段手法で問題解決のためのアプローチをとっ

ている｡

(1)対話形システム開発

システム設計からプログラム開発,保守までを一貫したi売

れに基づき日本語メニューガイダンス方式で実行できる｡

EAGLEの各工程の中で,プログラミング支援エディタ

ASPEN,日本語プログラミング機能を強化したⅩCOBOLE2､

COBOL対話形デバッガCOBOL/TD,日本語保守ドキュメン

ト作成のためのADCAS/SなどのVOSl/ESの強力な開発ツー

ルを統合的に使用することができ,これらのツールの機能と

も相乗してシステム開発の効率化を飛躍的に促進できる｡

また,EAGLEではシステム設計の段階で決定された設計仕

様(画面･帳票仕様,DB仕様,ファイル仕様,レコード仕様)

を記述するためのワークシートを提供し,これらのワークシ

ートに記述された情報(仕様書)を画面を用いて対話的にEA-

GLEのライブラリに登録でき,これらの仕様書は繰り返し再

利用ができる｡これらをH本譜プリンタに印刷すれば保守ド

キュメントとしても活用できる｡なかでも,画面･帳票仕様

書は登録済みの仕様書を目的に応じて対話的に修正し,その

場で実イメージで確認することができ,設計段階でエンドユ

【ザーとの間で最終イメージに近い形で確認できるため極め

て有効な手段となる｡

(2)ソフトウェア資手原の一元管理

EAGLEで扱うソフトウェア資源(設計仕様書,プログラム,

パターン･部品など)はLIMEライブラリで統一的に管理され

る｡

EAGLEでは,プログラム開発,標準化を進める上でデータ

の標準化,共通化が重要であるという考えに立って,データ

中心のアプローチを採用している｡つまり,ユーザーシステ

ムで使用されるデータ項目(名称,属性など)をまず標準化し

た上でこれらをデータ項目辞書に登録し,この標準化された

データ項目辞書に基づいて統一一のとれたソフトウェアの設計,

開発を進めることができるように配慮している｡

(3) ソフトウエア再利用システム

EAGLEでは,一度開発したソフトウェア財産を自動的にラ

イブラリに蓄積し,繰り返して利用できるようになっている｡

更に､プログラムについてはユーザーの業務パターンを標準

化し,バッチ用に22種,オンライン用に9種の標二準パターン

(ひな型ソースプログラム)を提供する｡これらの標準パター

ンを利用すれば,プログラミングの工数が削i成でき信頼性の

高いプログラムの作成ができる｡また,業務で共通的に用い

られるサブルーチン群(部品と呼ぶ｡)も提供しておr)活用でき

る｡ユーザー作成のパターン･部品を追加することも可能で

ある｡

(4)ドキュメントの自動生成

保守工数軽減のために,i欠のような日本語保守ドキュメン

トを自動的に生成し,日本語プリンタに印刷する｡

(a)データ辞書,画面･帳票仕様書,DB仕様書,ファイル

仕様書,レコード仕様書などの設計ドキュメント

(b)PAD図,日本語ソースリストなどのプログラムドキュ

メント
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図11EAGLEによるシステム開発手法 HIPACEの標準手順に従い,

一貫したシステム開発が実現できる｡

(C)システム変更時の影響分析に用いる相互関連表(クロス

リファレンス)

EAGLEでのシステム開発手法を図11に示す｡

B 結 言

VOSl/ESの新しい対話処理システムの開発思想(開発の背

景とねらい)と特長的機能について概説した｡特に,(1)対話処

理,バッチ処理を区別しない実行環境,(2)ユーザーの習熟度

に応じて選択できるシステム操作機能,(3)部門ごとの独立運

用機能を提供する対話制御システムES/IEXとES/IEX環境下

で,ワークステーションとの連携による統合OAプロダクト

(ACE3,OFISTOP),及び日立製作所のHIPACEの考え方に

基づきシステム開発,生産性を向上させるシステム開発支援

EAGLEについて解説した｡本論文で述べた製品は既に出荷を

始めており,幸いユーザーから高い評価を得ている｡今後,

HITACの中･小形分野での中核システムとして,より使いや

すく,また性能,信頼性を高めるため発展させてゆく考えで

ある｡
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